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い
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（A

ssociation 
of South East A

sian N
ations

：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
１
９
６
７
年
、
域
内
の
経

済
成
長
と
社
会
・
文
化
的
発
展
の
促
進
、
政

治
・
経
済
的
安
定
の
確
保
、
域
内
諸
問
題
の

解
決
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
。
発
足
時
の

加
盟
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
５
カ

国
。
そ
の
後
、ブ
ル
ネ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
加
盟
し
、
現

在
は
10
カ
国
に
ま
で
そ
の
数
を
増
や
し
て
い

る
。
人
口
規
模
で
見
る
と
世
界
最
大
の
地
域

経
済
統
合
体
。
国
連
の
発
表
で
は
、
２
０
５

０
年
に
は
世
界
人
口
の
約
８
％
（
７
億
５
０

０
０
万
人
）
を
占
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
今
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
て
い
る
。
08
年
12

月
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
発
行
に
伴
い
地
域
機

構
と
し
て
歩
む
こ
と
を
決
定
。
２
０
１
５
年

ま
で
に
関
税
な
ど
の
経
済
的
な
規
制
を
取
り

払
い
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
そ
の

た
め
に
は
、加
盟
10
カ
国
の
さ
ら
な
る
〝
連
結
〞

が
必
要
―
。
そ
こ
で
昨
年
10
月
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
一
つ
の
地
域
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
、
第
17
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
打

ち
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
運
輸
交
通
、
情

報
通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
「
物
理
的
な

連
結
」、
貿
易
、
投
資
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化

な
ど
を
進
め
る
た
め
の
「
制
度
的
な
連
結
」、

観
光
や
教
育
、
文
化
な
ど
に
お
け
る
「
人
と

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
時
、
国
境
を
越

え
て
も
同
じ
通
貨
が
使
え
る
こ
と
に
驚
い
た

人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
、
そ
れ
は
２

０
０
２
年
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
取
り
決

め
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
ユ
ー
ロ
。
23
カ
国
で

採
用
さ
れ
て
い
る
共
通
通
貨
は
、
自
由
な
資

本
の
移
動
を
可
能
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経

済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
世
界
で
は
、Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
地
域
が
一
つ
の

枠
組
み
を
構
成
し
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る

た
め
の
連
携
が
図
ら
れ
て
き
た
。
北
米
で
い

う
と
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）、

そ
し
て
近
年
、
著
し
い
成
長
が
注
目
さ
れ
て

地
域
連
携
で

経
済
成
長
を
目
指
す
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■日本の対ASEAN貿易額の推移
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VIET NAM つ
な
が
る

近
年
、新
興
市
場
と
し
て
注
目
が
高
ま
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
A
S
E
A
N
）。

2
0
1
5
年
に
は
、さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し「
A
S
E
A
N
共
同
体
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、加
盟
10
カ
国
の「
連
結
性
」の
強
化
だ
。

日
本
と
も
長
年
に
わ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
つ
な
が
っ
て
き
た
A
S
E
A
N
諸
国
。

A
S
E
A
N
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
今
、日
本
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。



人
の
連
結
」
の
３
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

15
の
優
先
事
業
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
地
理
的
に
見
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
。
年
間
の
旅
行
者
数

は
３
０
０
万
人
以
上
、
在
留
邦
人
数
も
10
万
人

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企

業
の
主
な
進
出
先
に
も
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数

は
７
０
０
０
社
に
達
す
る
。
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
貿

易
の
シ
ェ
ア
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
（
５
ペ
ー

ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
）、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

関
係
は
深
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
を
通
じ
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

支
援
を
続
け
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
（
６
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
し
か
し
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
ご

と
に
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
〝
地
域
〞
と
し
て
と
ら
え

て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
、
国
際
社
会

に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
の
経
済
的
・
外

交
的
な
影
響
力
の
拡
大
を
受
け
て
、
今
後
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
一
つ
の
地
域
と
し
て
考
え
、
共
に

協
力
・
成
長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
歩
ん
で

い
く
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
２
０
１
５
年
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
」
の
設
立
を
支
援
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
二
国
間
協
力
と
並
行
し
て
、〝
連

結
性
の
強
化
〞
を
意
識
し
た
地
域
協
力
に
着
手

し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、
国
境
を
越
え
た
道

路
や
橋
の
整
備
を
通
じ
た
陸
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
（
8
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
な
ど
の
海
運
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
（
12
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）
だ
。
さ
ら
に
長
年
に
わ
た

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の
協
力
で
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
大
学
や
各
セ
ク
タ

ー
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
防
災

や
気
候
変
動
対
策
、
対
外
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
の
構
築
に
向
け
た
支
援
な
ど
に
も
力
を

入
れ
る
。
ま
た
民
主
化
へ
の
兆
し
が
見
え
始

め
、
新
た
な
開
発
の
可
能
性
を
有
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
本
格
的
な
支
援
再
開
に
対
し
て

は
、
日
本
企
業
か
ら
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い

る
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。　

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
域
内
の
連

結
性
、
さ
ら
に
は 

〝
一
つ
の
地
域
〞
と
し
て
日

本
と
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

市
場
に
お
け
る
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
結
性
強
化
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
支
援

の
効
率
化
、
投
資
促
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
リ
ン
・
ピ
ッ
ス
ワ
ン
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務

総
長
も
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
可
能
性
は
無
限
。

こ
れ
か
ら
は
日
本
と
も
支
援
す
る
側
・
さ
れ

る
側
で
は
な
く
、
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
強
調
。
11
月

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
「
第
14
回
日
・

A
S
E
A
N
首
脳
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
２
０
５
０
年
に
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
52
％

（
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
：
A
S
I
A
2
0
5
0
）

を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
統
合
が
実
現
し
、
さ
ら
に
日
本
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
「
一
体
化
」
し
て
い
け
ば
、
国

際
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
存
在
感
の
確
立

に
も
つ
な
が
る
―
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
誕

生
は
今
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

特集 ASEAN
つながる

首都：ジャカルタ
面積：189万㎢
人口：2 億 3,700 万人
言語：インドネシア語
宗教：イスラム教、キリスト教、ヒンズー教、仏教、
儒教など
主要産業：鉱業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：2,970ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.1%
ASEAN 加盟年：1967年

参考：外務省ホームページ、IMF 発表 「World Economic Outlook Database, September 2011」（1人当たりGDP、実質 GDP成長率は推計値含む）。

インドネシア

水力発電（Ghw）

61.5％

36.4％

鉄道（km）

首都：なし
面積：710 ㎢
人口：500万人
言語：マレー語、英語、中国語、タミール語
宗教：仏教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教
主要産業：製造業、商業、ビジネスサービス業、運輸・通信業、金融サービス業
1人当たり国内総生産（GDP）：4万 3,100ドル
実質GDP成長率（2010 年）：14.4%
ASEAN 加盟年：1967年

首都：バンコク
面積：51万㎢
人口：6,300 万人
言語：タイ語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：農業、製造業
1人当たり国内総生産（GDP）：5,000ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.7%
ASEAN 加盟年：1967年

空港（旅客人数）

75.8％

22.1％

鉄道（km）

首都：マニラ
面積：30万㎢
人口：9,400 万人
言語：フィリピノ語、英語
宗教：キリスト教、イスラム教
主要産業：農林水産業
1人当たり国内総生産（GDP）：2,120 ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.6%
ASEAN 加盟年：1967年

再生可能エネルギー（Ghw）

29.1％

51.1％

鉄道（km）

首都：バンダルスリブガワン
面積：5,800 ㎢
人口：40万人
言語：マレー語、英語、中国語
宗教：イスラム教、キリスト教、仏教など
主要産業：石油・天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：2 万 9,600ドル
実質GDP成長率（2010 年）：2.5%
ASEAN 加盟年：1984 年

首都：ハノイ
面積：33 万㎢
人口：8,800 万人
言語：ベトナム語
宗教：仏教、キリスト教、カオダイ教など
主要産業：農林水産業、鉱業、軽工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,100ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.7%
ASEAN 加盟年：1995 年

空港（旅客人数）

84.8％

36.5％

火力発電（Ghw）

首都：ネーピードー
面積：68万㎢
人口：6,100 万人
言語：ミャンマー語
宗教：仏教、キリスト教、回教など
主要産業：農業
1人当たり国内総生産（GDP）：740ドル
実質GDP成長率（2010 年）：5.4%
ASEAN 加盟年：1997年

水力発電（Ghw）

44.6％

45.1％

空港（旅客人数）

首都：ビエンチャン
面積：24万㎢
人口：640万人
言語：ラオス語
宗教：仏教
主要産業：サービス業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,000ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.9%
ASEAN 加盟年：1997年

水力発電（Ghw）

34.7％

22.53％

送電線（km）

首都：プノンペン
面積：18万㎢
人口：1,400 万人
言語：カンボジア語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：観光・サービス業、農業、鉱工業
1人当たり国内総生産（GDP）：810ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.0%
ASEAN 加盟年：1999 年

港湾（コンテナ貨物量）

72.8％

21.9％

送電線（km）

■ASEANの加盟国情報  ［円グラフは各国でのJICAの貢献度：主要セクターで円借款・無償資金協力により整備された割合（JICA調べ）］

ラオス

タイフィリピン

ミャンマー

ベトナムカンボジア

シンガポールブルネイ

首都：クアラルンプール
面積：33 万㎢
人口：2,800 万人
言語：マレー語、中国語、タミール語、英語
宗教：イスラム教、仏教、儒教、ヒンドゥー教 、
キリスト教、原住民信仰
主要産業：製造業、農林業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：8,400ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.1%
ASEAN 加盟年：1967年

空港（旅客人数）

61.7％

52.9％

水力発電（Ghw）

マレーシア
域内の格差是正に取り組む　       in Laos

　ASEANで常に課題として挙がるのが、先発ASEAN（シン
ガポール、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、ブルネイ）
と後発ASEAN（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム：
CLMV）の格差是正。一つの地域として足並みをそろえて発
展すべく、ASEAN事務局はこれまで研修やセミナーなどを通
じて、CLMVの発展のための支援を行ってきた。しかし、国境
を接するとはいえ、社会的・文化的背景、開発の進捗や課題
が大きく異なる4カ国。一括した支援だけでは、十分な成果が
得られていなかった。
　そこで今、新たにJICAとASEANが協働で取り組むのが、
各国のニーズを踏まえた個別の支援アプローチ。まずはラオ
スをパイロット国として、2010年10月から「JICA-ASEAN連
携ラオス・パイロット・プロジェクト（LPP）」が進行中だ。対象
分野はラオスの国家計画を踏まえ、観光振興、安全・安心な
農産物振興、環境管理の3つを設定。ASEANが域内の開
発で培ってきたリソースとJICAのノウハウを組み合わせ、各分
野の課題に即したプロジェクトが実施されている。

LPPの一環として、首都ビエンチャンで官民協働による観光案内
がスタート。市内のホテルや旅行代理店など12カ所でサービスが
提供されている

地域一体で防災対策
　地震や洪水、台風など災害に多く見舞われるASEAN地
域。2004年のスマトラ沖地震・インドネシア大津波では、域
内全土に甚大な被害が及んだ。このように国境を越えて発生
する自然災害に対処するため、ASEANでは地域ぐるみで防
災対策を強化することに。その中核を担う機関として11月に
誕生したのがASEAN防災人道支援調整センター（通称
AHAセンター）だ。今後はAHAセンターをASEANの防災対
策の連携の窓口とし、インドネシアがホスト国となり、災害対
策、災害時の対応、復興などの取り組みを協働で進めていく。
　首都ジャカルタに設置された事務局には、JICAもアドバイ
ザーを派遣。同じく自然災害の多い日本が自国で培ってきた
防災対策に加え、途上国で展開してきた防災支援のノウハウ
を還元していく。12月には東京でJICAとAHAセンターなどが
シンポジウムを開催。日本の対ASEAN防災支援の歴史を振
り返りながら、東日本大震災の経験の還元についても議論さ
れる予定だ。

今年1月、AHAセンター設立に当たり10カ国の代表者が集まり
ASEAN防災体制の強化について話し合った

in ASEAN
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